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出し食道粘膜傷害を肉眼的・組織学的に評価し組織サイトカイン濃度 tumor necrosis factor-α（TNF-α）、
interleukin-1 beta（IL-1β）、interleukin-10（IL-10）、macrophage inhibitory factor (MIF)）を測定した。さらに雄





投与によって雌 RE+OVXラットは雌 REラットに比し食道粘膜傷害が有意に増悪した。雄 REモデルならびに
雌 RE+OVX ラットに対するレプチン投与群では、TNF-α、IL-1βが有意に上昇を認めた。レプチン投与した











  よって，本論文は博士（医学）の学位論文として合格と認める。 
